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1. はじめに 
多様な食品を選択できる現在、偏った栄養の

摂取による生活習慣病や、低栄養によるフレイ

ルが問題視されており、予防のためにバランス

の良い食事が推奨されている[1][2][3][4]。し

かし食事バランスを意識する国民は横ばい・減

少傾向にあり、健康寿命延伸のための効果的な

食育推進が求められる[5]。 

食事管理方法として食事管理アプリケーショ

ン(以下、食事管理アプリ)の利用が挙げられる。

既存の食事管理アプリを調査した結果、ダイエ

ット向けのアプリが半数、カロリーや栄養素の

計算を行うアプリが大半を占め、食事バランス

に焦点を当てた食事管理アプリの件数は未だ少

ないことが判明した。 

本報告では、食事バランスの評価を行う食事

管理アプリにより、食品群の摂取量や主食・主

菜・副菜を揃えるといった食事バランスの意識

変容を促すことができると仮定し、食事内容に

ついて食品群や主食・主菜・副菜の評価を行う

食事管理アプリの開発と評価実験を行う。実験

結果から、食事管理アプリを利用した食事バラ

ンスの意識づけに関する効果の確認や、食事管

理アプリに求められる要件を考察し、今後の食

育推進の一助となることを目的とする。 

2. 既存食事管理アプリの現状 
2021 年 5 月 31 日から同年 11 月 31 日の期間に

確認されたスマートフォン向け食事管理アプリ

のうち、食事内容の評価を行うアプリの件数は

128 件であった。抽出したアプリのうち、ダイエ

ットの記述があるアプリは全体の 45%、カロリー

や栄養素の計算を行うアプリはそれぞれ全体の

69%、59%である一方、食品群や主食・主菜・副 

 

 

 

 

 

 

 

 

菜の評価を行うアプリはそれぞれ全体の 11%、5%

となり、食事バランスの評価を行うことが主目

的の食事管理アプリは少ないことが分かった。 

3. 開発する食事管理アプリの要件と概要 
食事管理アプリの機能として、食べたものを

記録する食事記録機能、記録した食事を確認す

る食事確認機能、記録した食事内容から食品群

や主食・主菜・副菜の評価を行う食事バランス

評価機能を実装する。食事バランスの評価は、

選択した食品が持つ食品群や料理カテゴリをも

とに、食品群の摂取状況や、主食・主菜・副菜

の達成度を計算することで行う。 

また、食事管理アプリは Webアプリケーション

として開発し、オープンソースフレームワーク

は「Nuxt.js」、開発言語は「JavaScript」、ホ

スティングサービス は「 Google Firebase 

Hosting」を使用する。 

4. 第一回評価実験のアプリと実験結果 
アプリの評価実験は二回に分けて行う。それ

ぞれ実験用のアプリを、20 代から 80 代の静岡市

周辺の一般市民男女に使用してもらい、アンケ

ートを実施した。 

第一回評価実験で用いたアプリ(以下、第一回

アプリ)の画面例を図 1 に示す。ホーム画面から

食事記録画面や評価確認画面に遷移する画面構

成とし、ホーム画面に食事記録が表示される。 

第一回アプリを使用した第一回評価実験にお

いて、アプリモニター15 名に実施したアンケー

ト結果によると、使用感は「楽しかった」に 9 票、

「面白かった」や「わかりやすかった」にそれ

ぞれ 7 票と好印象の回答が多く、自身の食事内容

が可視化されることに楽しさを感じるモニター

が多数いた。また、第一回アプリを使用して

「色々な食品を意識的に摂るようになった」モ

ニターが 73%、「主食・主菜・副菜を意識するよ

うになった」モニターが 80%となり、食事バラン

スを評価する食事管理アプリによって、食品群

の摂取量や主食・主菜・副菜を揃えるといった

食事バランスへの意識づけを行うことができる

ことが確認された。 

一方、食品の入力では「入力しにくい」とい
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う意見があり、食品の表示や探しやすさについ

ては 40%のモニターが見にくい・探しにくいと回

答した。また、食事の評価画面に気が付かなか

ったモニターも 20%おり、食事管理アプリのさら

なる機能強化が求められる結果となった。 

5. 第二回評価実験のアプリと実験結果 
第二回評価実験で用いたアプリ(以下、第二回

アプリ)の画面例を図 2 に示す。第二回アプリで

は、画面の切り替えにタブメニューを用い、各

機能への遷移方法を変更した。また、食品を名

前で検索する機能や、食品の組み合わせを保存

するセット機能を実装し、入力機能を追加した。

さらに評価画面のレイアウトや表示を変更し、

より分かりやすい画面構成を目指した。 

第二回アプリを使用した第二回評価実験にお

いて、アプリモニター14 名に実施したアンケー

トでは、第一回アプリと第二回アプリを比較し

た結果、使いやすさ、食品の探しやすさ、入力

のしやすさ、評価の見やすさについて、機能や

レイアウトを改良した第二回アプリの方が支持

を得る結果となった。特に第二回アプリの方が

評価を見やすいというモニターが 75%となり、よ

り使いやすいアプリにすることで主たる機能の

利用を促すことができることが判明した。 

アプリモニター全体を通した食事への意識の

変化について、変化がなかったと答えるモニタ

ーはいなかった。そして、「食事内容を振り返

るようになった」や「色々な食品を意識的に摂

るようになった」に 7 票、「主食・主菜・副菜を

意識するようになった」や「どんな食べ物がど

んな要素を持っているかを知った」に 4票入り、

食事バランスだけでなく食事や食品自体に関心

を持つモニターもいたことが判明した。 

食事管理アプリへの使用者目線のニーズを収

集した結果、食品の適切な表示、食品を探しや

すい仕組み、入力しやすい設計、十分な食品の

種類、入力忘れを防止する機能、機能増加に対

応するレイアウト、評価の活用方法について検

討することが重要であることが確認された。 

6. まとめ 
本報告では、記録した食事内容から食品群と

主食・主菜・副菜に関する評価を行う食事管理

アプリを開発し、食事バランスの意識づけがな

されるかを実験した。アンケート結果より、本

アプリを使用したモニターが食事バランスを意

識するようになったことが確認され、食事バラ

ンスの意識づけの一手法として、本アプリの使

用は有用であると考えられる。また、食事や食

品自体に関心を持つようになったモニターもお

り、食育推進の一助にもなることも示された。

さらに、食事管理アプリに求められる要件につ

いても明らかにすることができた。 

今後は食事管理アプリのニーズを満たすよう

な改良を行い、使用者が継続的に利用できるよ

うなアプリにすることが求められる。そして、

健康の保持・増進に寄与するようなアプリに進

化することが期待される。 
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図 1 第一回アプリの画面例 

図 2 第二回アプリの画面例 
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